○○○衛生管理マニュアル
　○○○の衛生管理について、以下のとおり定める。
１　衛生管理責任者
（１）選任

衛生管理責任者は次の者とする。

	衛生管理責任者氏名
	選任年月日

	
	


（２）役割

衛生管理責任者は、構造設備・衛生管理の基準に基づき、入浴設備の衛生管
理を行なう。また施設設備について、構造設備・衛生管理の基準に適合しない
ときは、適合させるために必要な補修等の措置がされるようにしなければなら
ない。

（３）届出

衛生管理責任者を設置した場合は、萩市にその氏名を届け出る。
２　施設設備

（１）維持管理

設備等ごとに構造設備・衛生管理の基準のとおりとする。

定期的に状態を点検し、構造設備・衛生管理の基準に適合しない場合は、必
要な補修等の措置を行なう。

（２）変更

構造設備を変更しようとする時は、事前に萩市に相談し関係法令に適合する
ことを確認した上で行なう。また、変更事項に応じて構造設備・衛生管理の基
準を改正し関係者に周知する。

３　衛生管理

営業時間中は、場内の安全及び衛生について監視する。

設備ごとに構造設備・衛生管理の基準のとおり衛生管理を行う。

４　記録

構造設備・衛生管理の基準に基づき行った構造設備の維持管理及び衛生管　　

理について別表に記録する。

これらの記録は３年間以上保管する。

５　届出

　　次については萩市に届け出る。
　　※⑤の場合は注意事項を遵守し、直ちに電話等により連絡し支持を受ける。
　　　①　施設・設備の変更

②　浴槽水の消毒方法の変更
③　衛生管理者の選任（変更も含む）

④　水質検査の結果、基準を超えた場合、その旨

⑤　利用者にレジオネラ症が発生した（その疑いを含む）ことを知った場
合、その旨

　　　　　注意事項　　浴槽、ろ過器等施設の現状を保持する。

　　　　　　　　　　　浴槽の使用を中止する。

　　　　　　　　　　　独自の判断で浴槽内等への消毒剤の投入を行わない。

【施設周辺】
　１．構造設備

　（１）周囲
　　　　清掃や排水が容易である。

　（２）窓や排水口

　　　　ねずみ、衛生害虫等の侵入の防止が必要なところに、防虫網、金網等の設

備が設けられている。

　（３）施設内の照明、換気

　　　　十分行うことのできる構造設備である。

　

２．管理
（１）施設の周囲

毎日清掃を行う。

（２）窓や排水口の金網等

　　　　月１回以上点検し、破損箇所の修理を行う。

【下足場】
１．構造設備

　　入浴者数に応じた、はきものを安全に保管できる設備がある。

２．管理

毎日清掃し、月１回以上保管設備の消毒を行う。

　　（直接利用者が触れる部分の清掃、消毒方法）
　　　①薄めた中性洗剤を含ませた布等で汚れを拭きとる。

　　　②消毒剤の表示に注意し、材質に合った消毒剤で消毒する。

　　　　●塩素系薬剤　薬剤の表示に従い薄めて拭く、又は噴霧後一定時間放置し

拭き取る。
　　　　●消毒用アルコール　乾いた場所に噴霧する。

【飲用水供給施設】

１．構造設備

　（１）位置
　　　　入浴者の利用しやすい場所である。（脱衣室、浴室に１か所以上）

　（２）表示

　　　　飲用水を供給する設備に「飲用に適する」旨の表示がある。

２．管理

　（１）給水設備及びその周囲

　　　　構造に適した方法で、毎日清掃する。

【脱衣室】
１．構造設備

　（１）周囲　　　　　　　　外部から見えない構造である。
（２）脱衣室の区別　　　　男女間で区別し、相互に見えないような隔壁がある。

　（３）換気　　　　　　　　換気のための窓又は換気設備がある。

　（４）床面　　　　　　　　耐水性の材料である。

　（５）照明設備　　　　　　床面において、４０ルクス以上の照明である。

　（６）衣類等保管設備　　　入浴者数に応じた入浴者の衣類や携帯品を安全に保

　　　　　　　　　　　　　　管できる設備（脱衣箱、籠）がある。

　（７）洗面設備

　（８）注意事項等の掲示　　入浴者の見やすい場所に入浴上の注意事項及び入浴

　　　　　　　　　　　　　者の遵守事項の掲示がある。

　　　　　　　　　　　　　　（例）

２．管理
（１）床面、壁面等

　　　　営業終了後毎日清掃し、月１回以上消毒を行なう。

　　　（清掃、消毒方法）

　　　　①　薄めた中性洗剤を含ませた布等で汚れを拭きとる。

　　　　②　材質に合った消毒剤で消毒する。

　　　　　　●塩素系薬剤、薬剤の表示に従い薄めて拭く、又は噴霧後一定時間

放置し拭き取る。

●消毒用アルコール　乾いた場所に噴霧する。

（２）脱衣箱等

　　　床面、壁面等に準ずる。

　（３）換気設備

毎日作動状況を確認し、適宜清掃する。

（４）洗面設備
　　　床面、壁面等に準ずる。

（５）その他備品等

　　①　体重計、マッサージ器、ソファー等の備品

　　　　適宜清掃し、月１回以上消毒する。

　　　　（清掃、消毒方法）

　　　　　　薄めた中性洗剤を含ませた布等で汚れを拭きとり、乾いたら消毒用

アルコールを噴霧する。
　　②　足拭きマット、ベビーシーツ

　　　　・　毎日清潔なものと取り替える。

·  営業時間中は適宜状態を点検し、清潔なものと取り替える。

（清掃、消毒方法）

 洗剤及び漂白剤を用いて洗濯し、日光に当てて十分乾燥させる。

【便　所】
１．構造設備

　（１）場所

　　　　男女別に利用しやすい場所（例　男女それぞれの脱衣室に）にある。

　（２）窓又は換気設備

　　　　換気のための窓、又は換気設備がある。

　（３）手洗い設備

　　　　消毒装置を備えた流水式の手洗い設備がある。

２．管理

　（１）床面、壁面
毎日清掃し、月１回以上消毒する。
　（２）便器、手洗い設備

毎日清掃し、月１回以上消毒する。
手洗い設備の消毒装置に適宜消毒液を補充する。

　（３）換気設備

　　　　適宜清掃し消毒する。

　　　　（清掃、消毒方法）

　　　　　床面、壁面、換気扇等は洗剤で拭く。便器、手洗い器等は洗剤を用いタ

ワシなどで洗う。
　　　　　塩素系薬剤やクレゾール液等を塗布又は噴霧する。
【休憩場所】

１．構造設備

　　いすその他の休憩用設備がある。

２．管理

　　脱衣室に準じる。

【浴室・浴槽】
１．構造設備

［浴室］
（１）周囲　　　　　　外部から見えない構造である。

（２）男女浴室　　　　男女間で区別し、相互に見えないような隔壁がある。

（３）脱衣室との境　　戸がある。
（４）床面　　　　　　湯水が停滞しないような勾配があり、清掃が容易な構造
である。

（５）天井　　　　　　水滴が落下しない構造である。

（６）照明設備　　　　床面において２０ルクス以上の照明である。
（７）換気　　　　　　換気口又は換気設備がある。

（８）洗い場　　　　①利用数に応じた広さである。

　　　　　　　　　 　②排水溝がある。

　　　　　　　　　 　③利用数に応じた十分な数の給水（湯）栓、洗い桶、腰掛
けがある。

（９）シャワー設備　①浴槽水を使用していない。

　　　　　　　　 　　②適温の湯が供給され、湯温を調節できる。
　　　　　　　　 　　③シャワー水が浴槽に入ったり入浴者にかかったりしない。

　　　　　　　　 　　　（浴槽との十分な距離、シャワーカーテン設置等）
（10）打たせ湯　　　  浴槽水を使用していない。

（11）ゴミ入れ　　　　使用済みのかみそり等のゴミを入れられる容器がある。

［全ての浴槽］
　（１）浴槽の縁

　　　　洗い水の流水を防ぐため、床面からの高さが５㎝以上（１５㎝以上が望ま

　　　しい）ある。

　（２）給湯設備等（火傷防止）
　　　　次のいずれかの状態である。

　　　　・熱湯及び熱交換器が入浴者に直接接触しない。
　　　　・給湯栓等により熱湯を補給する構造で給水栓等の付近の見やすい場所に

「熱湯注意」の表示がある。

　（３）あふれた湯水

　　　　再利用されない。

［ろ過装置を設置している浴槽］
　（１）新湯（水）の浴槽への補給口

　　　　補給口が浴槽の水面より上にある。

　　　　新湯（水）配管が循環配管と接続されていない。

　（２）給湯設備等（火傷防止）

　　　　次のいずれかの状態である。

　　　　・浴槽の底部に近い所にある。

　　　　・循環水（湯）が飲めない構造である又は循環水（湯）が「飲用に適さな
い」旨の表示があり、かつ、エアロゾルの発生が防止されている。
[気泡発生装置などの水の飛まつが発生する装置がある浴槽]

　（１）浴槽水が循環していない。

　（２）気泡発生装置等の空気取水口からほこりが入らない。

２管理

［浴室］
（１）床面、壁面は毎日清掃し月１回以上消毒すること。

　　　（清掃、消毒方法）

　　　　　中性洗剤を噴霧し、タワシ、ポリッシャーブラシ等で洗った後、流水

　　　　で洗い流す。

　　　　　塩素系薬剤を塗布するか噴霧し、一定時間経過後洗い流す。

（２）カラン、洗い桶、腰掛け、シャワーカーテン等は毎日清掃し、月１回以上

消毒する。

　（清掃、消毒方法）

　　洗剤を噴霧し、スポンジ等で洗った又は漬けおきした後、流水で洗い流

す。
　薬剤の表示に従い薄めた塩素系薬剤に漬けおき、流水で洗い流す。

　（３）浴室換気設備は適宜清掃する。

　　　　（清掃、消毒方法）

　　　　　洗剤で拭く。

　（４）洗い場、排水溝、ゴミ入れは毎日清掃し、月１回以上消毒すること。

　　　　（清掃、消毒方法）

　　　　　ゴミを取り除き洗剤で洗う。

　　　　　塩素系洗剤等を噴霧する。

［浴槽］

（１）浴槽水の補給

　 　 浴槽水が入浴時間中あふれるように洗浄の湯水が供給され、清浄かつ、適温

に保たれている。

 （２）換水と清掃

　　①　通常

　　　　［浴槽一般（気泡発生装置等があるもの、薬湯を含む）］

　　　　　　浴槽水は毎日全ての水を抜いた後、清掃し月１回以上消毒する。

　　　　［毎日水を入れ替えられない浴槽］

　　　　　　構造上、毎日水を入れ替えることが不可能な浴槽は、週１回以上浴槽

水を全て入れて入れ替え消毒する。
（清掃、消毒方法）
洗剤を噴霧し、タワシ、ポリッシャーブラシ等で洗った後、流水で洗

い流す。

　　塩素系薬剤を塗布するか噴霧し、一定時間経過後洗い流す。
　　②　ろ過器、循環配管清掃時
　　　　通常時に準じる。

［気泡発生装置等の空気取水口］

　　気泡発生装置等の空気取水口の周辺を毎日清掃する。

【サウナ室】

　１．構造設備

　（１）男女室間　　　男女間で区別し、相互に見えないような隔壁がある。

　（２）床面　　　　①清掃が容易な構造である。

　　　　　　　　　　②掃除の際の水が完全に屋外に排出する排水口がある。
　　　　　　　　　　③排水が容易に行われる適当な勾配（1.5／100～）があり、

隙間がない。

　　　　　　　　　　④耐熱性の材質である。

　（３）内壁、天井　耐熱性の材質である。

　（４）蒸気又は熱気の放出口及び放熱パイプ

　　　　直接入浴者の身体に接触しない構造である。

　　　　（接触するおそれのある箇所は、断熱材で覆うようにする。）

　（５）給気口及び排気口

　　　　適当な位置に設けること。

　　　○具体例

　　　　給気口は床面近くに、排気口は天井近くにあり換気が十分に行える。

　（６）温度調節
　　　　①温度計及び温度調節装置がある。

　　　　②利用基準温度を表示する。

　（７）窓

　　　　室内を容易に見通すことのできる窓がある。

　（８）非常用ブザー

　　　　非常用ブサー等が適当な位置にある。

 ２．管理

　　 室内を毎日清掃し、月１回以上消毒し、ねずみ、衛生害虫等の点検を行う。

　　 （清掃、消毒方法）

　　　 床面、壁面等はタワシ等で洗剤を使用して洗い流す。

　　　 塩素系薬剤を塗布又は噴霧し、一定時間経過後洗い流す。

【１人用サウナ】

　１．構造設備

　 （１）蒸気又は熱気の放出口及び放熱パイプ

　　　　 直接入浴者の身体に接触しない構造である。

　　　　 （接触するおそれのある箇所は、断熱材で覆うようにする。）

　 （２）温度調節
　　　　 ①温度計及び温度調節装置がある。

　　　　 ②利用基準温度を表示する。

　

　２．管理

　　　毎日清掃し、月１回以上消毒し、又ねずみ、害虫等の点検を行う。

　　　（清掃、消毒方法）

　　　　床面、壁面等はタワシ等で洗剤を使用して洗い流す。
　　　　塩素系薬剤を塗布又は噴霧し、一定時間経過後洗い流す。

【屋外の風呂（露天風呂）】
　１．構造設備

　 （１）周囲　　　　　　外部から見えない構造である。
　                     　ねずみ、害虫等の防除措置がされている。

　 （２）男女間　　　　　男女間で区別し、相互に見えないような隔壁がある。

　（３）シャワー設備　①浴槽水を使用していない。

　　　　　　　　　　　②適温の湯が供給され、湯温を調節できる。

　　　　　　　　　　　③シャワー水が浴槽に入ったり、入浴者にかからない。

　　　　　　　　　　　　（浴槽との十分な距離、シャワーカーテン設置等）

　（４）浴槽

　　①　火傷防止
　　　　次のいずれかの状態である。

　　　　・熱湯及び熱交換器が入浴者に直接接触しない。
　　　　・給湯栓等により熱湯を補給される付近の見やすい場所に「熱湯注意」の

　　　　　表示がある。

　　 ②　あふれた湯水　再利用されていない。

　　 ③　新湯（水）の浴槽への補給口

　　　　　 補給口が浴槽の水面より上にある。

　　　　　 新湯（水）の配管が循環配管と接続されていない。

　　 ④　循環水（湯）の浴槽への注入口

　　　　 次のいずれかの構造である。

　　　　 ・浴槽の底部に近いところにある。

　　　　 ・循環水（湯）が飲めない構造である又は循環水（湯）が「飲用に適さな

い」旨の表示があり、かつ、エアロゾルの発生が防止されている。

 　　⑤　屋内浴槽水に屋外浴槽水が混合しない。
２．管理

　　浴室・浴槽に準じ、浴槽及び周囲を毎日清掃し、月１回以上消毒する。

【入浴水用循環設備（ろ過器、水流発生装置を含む）】

　１　構造設備

　 （１）ろ過器本体

　　　　 １時間あたりのろ過能力が浴槽の容量以上である。

　 （２）ろ過器のろ材

　　　　 水を逆流させ、付着した汚れをろ過器外に排出できるもの（その他の方法

で十分洗浄できるものを含む）又は交換が容易にできる。

   （３）集毛器

　　　　 ろ過器の前に、毛髪等を浴槽水から除去する装置がある。

　 （４）循環拝観
　　　　 浴槽へ補給する原水（湯）の給水管に直接接続していない。

　

　２　管理（清掃、消毒）

　　　次の方法により、内部の汚れを取り除き消毒を行う。

　　　なお、残留塩素濃度の高い水は、排水の前にチオ硫酸ナトリウム又は亜硫酸

ナトリウムにより中和し、残留塩素濃度が１ppm以下となったことを確認する。
　浴槽に漢方薬、生薬が使用されている場合は、毎日同様の方法で内部の汚れ

の除去と消毒を行う。

（１）ろ過器本体、ろ材

　　［珪藻土ろ過］
　　　　　  珪藻土の取り替えを週１回以上実施する。
　　　　　　週１回以上、珪藻土剥離後浴槽水に塩素系薬剤を加え（遊離残留塩素

濃度　10～50ppm）、３時間循環させ消毒する。
　　　 ［砂ろ過］

　　　　　 毎日営業終了後、十分な時間をかけ逆洗浄を行う。

　　　　　 週１回以上、浴槽水に塩素系薬剤を加え（遊離残留塩素濃度　10～

50ppm）、３時間循環させ消毒し、再度十分逆洗浄する。

　　　 ［カートリージ式ろ過］

　　　　 ①　逆洗浄可能なもの　　［砂ろ過］に同じ

　　　　 ②　十分な逆洗浄機能が付いていないもの

　　　　　　 週１回以上、カートリッジを交換する。

　 （２）循環配管

　　　　 週１回以上、浴槽水に塩素系薬剤を加え（遊離残留塩素濃度　10～50ppm）、

３時間循環させ消毒する。

         ※ろ過器の循環配管はろ過器の洗浄、消毒時に同時に行える。
　 （３）集毛器（水流発生装置付属設備も含む）
　　　　 毎日消毒する。

　　　　 （清掃、消毒方法）

　　　　　 毎日、営業終了後、網かごを取り出し、ゴミを取り除きブラシで洗う。

　　　　　 週１回以上、網かごに塩素系薬剤を噴霧し水道水ですすぐ。
【入浴に用いる水】
　１　水質

　 （１）全ての入浴用水

	　　項目

用途
	大腸菌群(数)
	過マンガン酸

カリウム消費量
	Ph(水素イオン濃度)
	色度
	濁度
	レジオネラ属菌

	浴槽水

以外
	50ml中に検出されない
	1ℓ中10mg以下

※
	5.8以上

8.6以下※
	5度以下　※
	2度以下

※
	検出されない

	浴槽水


	1ml中に１個以下
	1ℓ中25mg以下

※
	
	
	5度以下

　　※
	


　　※の付いた基準は、温泉又は井戸水を入浴の用に供する場合で、基準を適用す

　　　ることが困難であり、かつ、公衆衛生上支障がないと認められるときに限り、

その全部又は一部を適用しないことができる。
　 （２）塩素消毒した入浴用水の遊離残留塩素濃度基準
　　　　　　　　　通常時　０．２～０．４mg／ℓ

　　　　　　　　　最大　　１．０mg／ℓ

　２　管理

　（１）消毒

　　　①　薬剤　塩素系薬剤を使用する。

·  温泉水を使用している場合、温泉成分と塩素系との相互作用等について

事前に調査し、安全かつ適切な種類の塩素剤を使用する。

　　　　［浴槽水の消毒に使用する塩素系薬剤］

	種類
	性状

	次亜塩素酸ナトリウム

次亜塩素酸カルシウム（さらし粉）

　　　　〃　　 　 　（高度さらし粉）

塩素化イソシアヌル酸（ﾄﾘｸﾛﾛｲｿｼｱﾇﾙ酸ﾅﾄﾘｳﾑ）

　　　　〃　　 　 　（ｼﾞｸﾛﾛｲｿｼｱﾇﾙ酸ﾅﾄﾘｳﾑ）
	液体（アルカリ性）

固体（アルカリ性）

固体（中性）

固体（酸性）

固体（酸性）


· 薬剤は、使用方法に適したものを選択し、表示されている使用方法に従
　　　　 って使用・保管する。
　　  ②　方法
　　　　　ろ過器がある浴槽水は、浴槽水がろ過器に入る直前に薬剤を使用する。
　　　　　●錠剤使用例　　　

　　　　　　営業開始１時間前に、ろ過器前の集毛器の網かごに除溶性塩素化イソ

シアヌル酸錠剤を１個入れる。
●自動注入方式例

　営業時間１時間前に注入を開始し、営業時間中、残留塩素濃度の水質

基準に適合する量の塩素剤が注入されるよう、タイマー及び注入量を設
定する。

　　　　　　注入器は営業開始１時間前に、次を確認し結果を様式１に記録する。
　　　　　　・薬剤が要補充量以上残っている。

　　　　　　　要補充量以下の場合は薬剤を補充する。

　　　　　　・ポンプが正常に作動しており、ノズルが詰まっていない。

　（２）遊離残留塩素濃度の測定

　　　　次の時間に測定し、その結果を別紙１に記録する。

　　　　入浴者数が通常より多い時は営業時間中の測定回数を増やす。

　　　　（測定方法）
　　　　　浴槽水のｐＨ等水質によっては、正しく測定できない方法があるので、

事前に水質、検査方法の特徴を確認して水質にあった測定法を選択する。
　　　　　●試験紙法例
　　　　　　①　試験紙を浴槽水に浸しすぐに取り出す。
　　　　　　②　１５秒間水平に保った後、試験紙の色と同じ比色表の数値を読む。

　　　　　　　※　試験紙は湿気、直射日光を避けて室温で保存する。

　　　　　●比色法（ＤＰＤ法）測定器例

　　　　　　①　浴槽水を２本の試験管に採り、１本に試薬を加えて素早く溶かす。

　　　　　　②　試薬が入っていない試験官が比色板と重なるように２本の試験管
を測定器に立てる。
　　　　　　③　直ちに水の発色と同じ濃さの比色板の数値を読みとる。
　　　　　※　測定紙、測定器、薬剤等により測定方法が異なるので各機器等に表

示された使用法をよく読みそれに従う。

　（３）濃度測定結果が上記濃度に満たない、又は超える場合の措置
　　　①　直ちに衛生管理者に結果を報告する。

　　　②　原因究明を行い、適切な濃度となるよう措置を行う。

　（４）水質検査

　　　　使用水の管理状況を確認するため、水の種類等に応じ、次の項目・検査法・
検査回数で検査を行い、検査結果を様式１に記録する。
　　　①　検査項目及び検査法
	水の種類
	検査項目（上段）及び検査法（下段）

	浴槽水

以外
	大腸菌群
	過マンガン

酸カリウム

消費量　※
	ｐＨ（水素イオン濃度）　　※
	色度※
	濁度※
	レジオネラ

属菌

	
	乳糖ブイヨン

ーブリリアン

トグリーン乳糖胆汁ブイヨ

ン培地法又は

特定酵素基質

培地法
	
	
	比色法

又は透過光測定法
	比濁度、透

過光測定法

積分球式光

電光度法

散乱光測定法又は透過

散乱法
	

	
	
	
	
	
	
	冷却遠心濃縮法又はろ過濃縮法

	
	
	滴定法
	ガラス電極法又は比色法
	
	
	

	浴槽水
	
	同　上


　　　　
　　　②　水質検査の回数
	水の種類

及び

消毒方法等
	浴槽水以外
	浴槽水

	
	
	毎日入れ替え

ているもの
	毎日入れ替えていないもの

	
	
	
	消毒を塩素系薬剤で

行っているもの
	消毒を塩素系薬剤で

行っていないもの

	検査回数
	１年に１回以上
	１年に２回以上
	１年に４回以上


　　
　（５）水質検査結果が水質基準に満たなかった場合の措置
　　　①　レジオネラ属菌が検出された場合

　　　　　直ちに管轄の保健所に報告し、指示を受け必要な措置を行う。

　　　②　レジオネラ属菌以外の基準が適合しない場合
          原因を調査、改善し（浴槽水は全て入れ替え）再度検査を行う。

　　　　　原因が不明な場合は当該浴槽、使用水を使用しない。

　　　　　必要に応じ管轄の保健所に相談する。

【飲用に用いる水道水以外の水】

　１　水質基準

　　　飲用に適する水であること。

　２　管理

　（１）消毒
　　　①　薬剤　　　　　食品添加物の塩素系薬剤である。

　　　②　薬剤注入装置　１日１回以上、次を確認する。

　　　　　　　　　　　　　・薬剤が要補充量以上残っている。

　　　　　　　　　　　　　　要補充量以下の場合は薬剤を補充し記録する。

　　　　　　　　　　　　　・正常に作動し、ノズルが詰まっていない。

　　　③　濃度(注入量)　 遊離残留塩素濃度が、次のとおり維持されている。

　　　　　　　　　　　　　　 ０．１～０．４mg／ℓ

　（２）遊離残留塩素濃度の測定

　　　　毎日、給水栓から採取した水の遊離残留塩素濃度を測定し、その結果を別

紙１に記録する。

（測定方法）

  【入浴に用いる水】の（２）を参照

　（３）水質検査

　　　　年１回以上水質検査を行い、飲用に適することを確認する。

　　　　水質検査については、様式２に記録する。

　　　　飲用に適さない場合は、管轄の保健所に相談し適切な措置を行う。

【湯水を貯留する設備】

　１．構造設備

　［貯湯槽（タンク）］

　　　  貯湯槽（タンク）は湯の補給口、底部等に至るまで６０℃以上に保ち、か

つ、最大使用時においても５５℃以上に保てる構造である。
　構造上、温度管理が困難なものは、水の塩素消毒、設備内の頻繁な清掃な

どの維持管理に適した構造である。

　［シャワータンク］

　　　　清掃しやすい構造である。

　　　※　シャワーに適温を供給するシャワータンクの貯湯槽は滞留時間が長く、

生物膜が定着する可能性があるので管理には注意する。

　［回収槽］

　　　　やむをえず、浴槽からあふれた湯水を再利用する場合は、衛生上支障が生

じないよう管理できる設備が設けられている。

　［調整箱］

　　　　カラン湯を供給する調整箱を使用している場合は、湯が滞留した時、生物

膜が定着する可能性があるので除去し、清掃しやすい構造である。

　２．管理

　　　設備に応じ、次のとおり清掃等を行いその結果を様式２に記録する。

　［貯湯槽（タンク）］

　　　　貯留する湯水の種類に応じ、次のとおりとする。
　　　①　湯温が６０℃以上の貯湯槽（タンク）

　　　　　年１回以上、次の方法で清掃、消毒を行い構造・機能を点検し必要に応

じ補修等を行う。
（清掃・消毒方法）

　１)定期的に底部の滞留水を排水し、内部の生物膜等の汚れを除去する。

　２)塩素系薬剤を噴霧し、３０分以上放置後、水道水で十分すすぐ。

　　　②　湯温が６０℃未満の貯湯槽（タンク）

　　　　　２か月に１回以上（遊離残留塩素濃度が０．１ppm未満の水は月１回以

上）定期的に内部の状況を点検し、６か月に１回以上内部を清掃し消毒す

る。
（清掃・消毒方法）

　①に準ずる。

　［シャワータンク］

　　　　２か月に１回以上（遊離残留塩素濃度が０．１ppm未満の水は月１回以上）

定期的に内部の状況を点検し、年１回以上内部を清掃し消毒する。
　（清掃・消毒方法）

　　①に準ずる。

　［回収槽］

　　　　※　衛生上支障が生じないよう管理できる設備の適切な維持管理方法を具

体的に規定する。

　［調整箱］

　　　　年１回以上内部を清掃し、生物膜を除去する。

　［受水槽、高置水槽］

　　　　年１回以上専門業者に依頼し、清掃、消毒を行う。

【排水設備】

　１．構造設備

　（１）汚水を屋外の下水溝、排水ます等に遅滞なく排水できる構造であること。

　（２）排水溝、排水管及び付属の排水ますはコンクリート等の不浸透性材料であ

り、排水の漏出、臭気の発散を防ぐものである。
　（３）衛生害虫党が発生せず、ねずみが侵入しにくいものである。

　２．管理

　 （１）ねずみ、衛生害虫の生息状況を月１回以上点検し、必要に応じ駆除等を行

う。

　 （２）清掃・消毒

　　　 ①　排水溝、汚水ます等

　　　　　 週１回以上ゴミを取り除き、防臭及び汚水の良好な流通に努め、月１回

以上消毒を行う。

       　（消毒方法）塩素系薬剤を噴霧する。

　　　　　　 ※薬剤を使用する時は表示されている使用方法に従い、周辺環境に影

響を及ぼさないように使用する。

       ②　浄化槽

　　　　　 知事登録業者に維持管理を委託し、点検結果に異常があった場合は必要

な措置を依頼する。

【従業者の衛生管理】

　１　衣服

　　　常に清潔に保つ。

　２　就業制限

　　　結核もしくは就業が制限される感染症にかかっている者（その疑いのある者

を含む）は、当該感染症を蔓延させるおそれがなくなるまで業務に従事しない。

　３　健康診断

　　　従事者は年１回以上健康診断を受ける。

【施設内での物品販売等の注意】

　１　物品の保管　　　　　　　　　　　相互汚染がないよう衛生的に取り扱う。

　２　貸与物品

　　　・タオル、くし、ヘアーブラシ　　新品か消毒したものであること。

　　　・カミソリ　　　　　　　　　　　新品であること。

　３　販売時の注意　　　使用済みのカミソリを放置しないよう注意を促す。
　４　入浴者の洗面道具の保管

　　　保管場所は衛生的に支障がないところとし、定期的に清掃、消毒をする。
浴槽に入る前には身体を洗うこと。


湯船でタオルを使わないこと。


浴室で洗濯をしないこと。等


その他必要事項（入浴料金、営業時間等）
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